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水
道
料
金

日
本

一
高
い
別
荘
地

身の文にあうインプラとは

人口減と設備の老朽化で水道料金は
2020年代以降、急激に値上がりする
2014年度までは実績、15年度以降は日本政
策投資銀行が推計。管路の更新は60年 こと

下
水
道

始
ま
っ
た
公
設
民
営
化

５
月
の
大
型
連
体
に
も
か
か

わ
ら
ず

、
カ
ラ

マ
ツ
林

に
覆
わ

れ
た
別
荘
地
は
閑
散
と
し

て
い

た
。
帳
断
操
午

曲
市

の
南
西
部

に
あ
る
樺
平
は
、
水
道
料
金
が

日
本

一
高
い
地
域
だ
。

「
に

っ
ぼ
ん

。
ど
ま
ん
中
、

信
濃

の
展
望
台
」
。
１
９
７
０

年
代
に
分
譲
が
始
ま

っ
た
当
時

の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
あ
る
。
東

京
ド
ト
ム
４
個
分
の
約

２０
診
に

２

３

１
区

画

の
別

荘

地

が

で

き

ハ
当
初
は
１
２
５
０
人
に
使

っ
て
も
ら
う
た
め
、
総
延
長
７

●
７
ざ

の
水
道
管
と
配
水
池
２

カ
所
な
ど
を
備
え
る
簡
易
水
道

が
引
か
れ
た
。

し
か
し
ヽ
ス
キ
ー
場
が
撤
退

す
る
な
ど
近
く

の
リ
ゾ
ー
ト
開

樺
平
の
配
水
池
に
あ
る
表
札
は
字
が
か
す
れ
て
読
め
な
い
。
水
が
ほ
と
ん
ど
使
わ

れ
な
い
た
め
、
左
奥
の
水
位
計
は
い
つ
も
満
水
状
態
を
示
す
＝
長
野
県
千
曲
市

人

々
の
生
活
を
支
え
る
水
道
。
高
度
成
長
期
に

つ
く
ら
れ
た
設
備

の
老
朽
化
に
加
え
、
人
口

減
少
に
よ
る
収
益

の
悪
化
に
も
苦
し
む
。

「
命

の
イ

ン
フ
ラ
」
を
次
世
代
に
ど
う
引
き
継
げ
ば

い
い
の
か
。
下
水
道
や
道
路

、
橋
な
ど

、
人
口
増
加
を
前
提
に
し

て
き
た
社
会
資
本
全
体
が

ヽ

同
じ
課
題
に
直
面
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
委
員

・
堀
篭
俊
材
）
▼
２
面
参
照

発
が
頓
挫

。
建
築
済

み
は
今
も

・８
区
画
だ
け
だ
。
空
き
地
に
は

土
地
所
有
者
を
記
す
札
だ
け
が

立

つ
。
簡
易
水
道
を
使
う
の
も

８
戸
に
過
ぎ
な
い
。

水

道

事

業

は

コ
ス
ト

を

原

則
、
住
民
か
ら
集
め
る
料
金

で

ま
か
な
う
建
前
だ
が

、
簡
易
水

道
は
国

の
補
助
金
や
市
町
村

の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
支

え
ら
れ
る
割
合
が
高

い
。
そ
れ

で
も
利
用
者
が
少
な
い
樺
平

で

は
、
料
金
は
月
１０
ト
ン
で
６
５
３

５
円
と
当
初
か
ら
３
倍
超
に
上

が

っ
た
。

利
用
す
る
人
口
が
５
千
人
以

下
と
小
規
模
な
簡
易
水
道
は
人

が
減
る
過
疎
地

に
多
く

、
利
用

人
口
が
５
千
人
を
超
え
る
上
水

道
よ
り
さ
ら
に
経
営
が
厳
し
く

な
る
「
簡
易
水
道

の
経
営
基
盤

の
強
化

に
向
け

て
、
政
府
は
同

じ
市
町
村

の
上
水
道
や
簡
易
水

道
同
士

の
統
合

を
進
め
る
。

千
曲
市
も
昨
春

、
樺
平
を
含

む
三

つ
の
簡
易
水
道
を
市
営
の

上
水
道
に
統
合
。
し
か
し
、
料

金

は

樺

平

だ

け

市

営

の
料

金

（
月
１０

ン
ト
＝
１
３
８
８
円
Ｙ
に

合

わ

せ

ず

、
据

え

置

い

た

。

「
定
住
者

の
い
な
い
別
荘
地

の

水
道
を
住
民

の
負
担

で
支
え
る

こ

と

は

、

理

解

を

得

ら

れ

な

い
」
と
市

の
担
当
者
は
話
す
。

簡
易
水
道
が
あ
る
自
治
体

で

つ
く
る
詮
掴
簡
易
水
道
協
議
会

の
若
松
五
常
事
務
局
長
は

「
統

合
し

て
料
金
を
統

一
す
る
と
、

料
金
が
上
が
る
地
域
か
ら
不
満

が
出
る
た
め
、
統
合
が
な
か
な

か
進
ま
な
い
」
と
語
る
。

週

１
回

の
ペ
ー
ス
で
、
妻
と

別
荘
を
訪
れ
る
県
内

の
男
性
は

「
将
来

、
水
道
を
維
持
す
る
の

が
難
し
く
な

っ
た
と
き
は

『
井

戸
を
掘

っ
て
く
れ
』
と
市
か
ら

は
言
わ
れ

て
い
る
」
。

水
道
事
業
に
詳
し
い
関
西
学

院
大
の
佐
竹
隆
幸
教
授
は

「
水

道
事
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
に
は
、
同
じ
市
町
村
内

の

水
道
事
業

の
イ

ン
フ
ラ
、
技
術

者
、
資
金
を

一
体
化
し
効
率
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
住
民

一な要『醸ぁ胸ぃいも給帥汁御

「西遠浄化センター」は 1日最大20万
トンの汚水を処理できる〒浜松市南区

飲
み
水

の
供
給
を
受
け
る
人

口
が
減
れ
ば
、
自
治
体
が
運
営

す
る
下
水
道
事
業

の
使
用
料
収

入
を
も
直
撃
す
る
。

遠
州
灘
に
面
す
る
浜
松
市
南

東
部
の

「猷
嵩
浄
化
セ
ン
タ

ー
」
。
市
内

の
家
庭
や
事
業
所

か
ら
出
る
汚
水
を
１
日
最
大
約

２０
万

ン
ト
処
理

で
き
る
施
設
の
運

営
は
今
年

４
月

、
浜
松
市
か
ら

民
間
企
業
に
委
ね
ら
れ
た
。

今
後
２０
年
間
、
施
設

の
運
営

を
担

う
の
は
世
界
各
地

で
水
道

サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る

「
水
メ

ジ

ヤ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
仏
ヴ

ェ

オ
リ

ア

・
グ

ル
ー
プ

、
日
本

の

オ
リ

ッ
ク
ス
な
ど
が
出
資
す
る

合
弁
企
業
だ
。

下
水
道

の
整
備
は
、
高
度
成

長

期

に

普

及

が

進

ん

だ

上

水

道
と
比

べ
２０
年

ほ
ど
遅
れ
た
と

言
わ
れ
る
。
平
成

に
な

っ
て
以

降
も
盛
ん

で
、
９０
年
代

に
は
景

気

刺

激

策

の
公

共

事

業

と

し

て
、
今

の
倍
以
上
に
当
た
る
年

１
兆
円
超

の
国
費
が
投
入
さ
れ

た
。
浜
松
市

で
は
、
９０
年
代
以

降

を
中
心
に
総
延
長
３
５
９
０

計

の

下

水

道

管

が

整

備

さ

れ

た
。老

朽
化
が
深
刻
な
問
題
に
な

る
の
は
こ
れ
か
ら
。
施
設
も
合

わ
せ
、
今
後
５０
年

で
５
２
０
０

畜竃藤高品瑳選進子電戸新費用
が

供給単価
(右目盛。J)

(円 /トン)

菫
1朽 0

J100

の想定

(億人)
1,4

計7596億 円

新規整備費
など|‐■‐
4361億 円

自治体が近年、道
路・橋0上下水道:

公共施設に投じ
た1年当たりの額

し
か
な
い
」

と
話
す
。

２５
の
簡
易
水
道
を
昨
春

、
上

水
道
に
統
合
し
た
松
江
市
は
２

０
２
０
年

１
月

、
上
水
道
に
合

わ
せ
て
料
金
を
統

一
す
る
。
簡

易
水
道
の
利
用
者
約

２
万
６
千

人

の
う
ち

、
今
よ
り
料
金
が
上

が
る
人
と
下
が
る
人
は
ほ
ぼ
半

々
。
地
域
に
よ

っ
て
４
割
値
上

が
り
す
る
場
合
も
あ
り
、
３
段

階

で
上
げ
る
計
画
だ
。

今後40年間に
かかる1年当たり
の更新費

指定市など111市区町村の2005ん 09年度
決算をもとに総務省が作成

億
円
の
更
新
費
用
が
か
か
る
。

一
方
、
市

の
人
口
は
０８
年

の
８２

万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

、
料

金
収
入
は
先
細
り
に
な
る
。

合
弁
企
業
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で
施
設
を
集
中
監
視
す
る

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、
市

が
運
営
し
た
場
合
よ
り
２０
年
間

の

コ
ス
ト
を
１４
％
ヽ
計
８６
億
円

減
ら
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

「
人
口
減
少
が
進
む
と
、
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化

に
よ
る
維
持

費

の
増
加
が
自
治
体
に
は
大
き

な
課
題
に

な
る
」
。
浜
松
市
の

鈴
木
康
友
市
長
は

「
民
間

に
任

せ
る
こ
と

で
官

の
負
担
は
軽
く

な
る
」
と
話
す
。

施
設
の
所
有
権
を
自
治
体
に

残
し
、
運
営
権
を
民
間
に
売
却

す
る
方
式

は

コ
ン
セ

ツ
シ

ョ
ン

（
公

設

民

営

化

）

と

呼

ば

れ

る
。
空
港
や
道
路
な
ど
の
イ

ン

フ
ラ
を
効
率
的
に
維
持
す
る
手

法
と
し

て
導
入
さ
れ
た
が
、
下

水
道
に
採
用
さ
れ
る
の
は
浜
松

市
が
全
国

で
初
め
て
だ
。

浜
松
市
は
、
上
水
道
に
も

コ

ン
セ

ツ
シ

ョ
ン
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
民
間
に
任
せ

れ
ば
経
営
悪
化
に
よ
る
撤
退
の

リ

ス
ク
も
出

て
く
る
が
、
鈴
木

市
長
は
胸

の
内
を
明
か
す
。

「
民
間
が
破‐ま
織
す
る
よ
り

、

こ
の
ま
ま

で
は
自
治
体
が
破
綻

す
る
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
く
な

る
」

地
域
単
位
で
再
設
計
を

各
地

の
上
下
水
道
が
存
続

で

き
る
か
は
、
自
治
体
が
連
携
す

る
広
域
化
や

コ
ン
セ

ツ
シ

ョ
ン

の
成
否
が
か
ぎ
を
握
る
「

日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ
る

と
、
人
口
減
少
が
進
む
中

で
、

水
道
管
を
６０
年

ご
と
に
更
新
し

な
が
ら
上
水
道

の
黒
字

を
確
保

し
よ
う
と
す
る
と

、
３０
年
後
に

今

の
料
金
を
平
均
ｌ

ｏ
６
倍
に

値
上
げ
す
る
必
要
が
あ
る
。

値
上
げ
を
抑
え
よ
う
と
香
川

県
は
今
春

、ヽ
県
と
８
市
８
町
の

上
水
道
事
業
を
統
合
し
た
。
富

城
県
は
上
下
水
道

、
工
業
用
水

道
の
施
設
の
運
営
を
民
間
企
業

に
任
せ
る
方
針
だ
。

し
か
し
、
飲
み
水

の
上
水
道

ま

で
民
間
企
業
に
任
せ
る
こ
と

に
は
、
地
域
住
民
か
ら
不
安
の

声
が
あ
が
る
。

奈
良
市
は
１６
年

、
中
山
間
部

３
地
域

の
上
下
水
道
事
業
に

コ

ン
セ

ツ
シ

ョ
ン
を
導
入
し
よ
う

と
、
市
議
会
に
条
例
案
を
提
出

し
た
が

、
否
決
さ
れ
た
。

「
命

に
か
か
わ
る
水
は
市

で
や

っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
地
元

の
声
が

強
か

っ
た
か
ら
だ
。

老
い
る
イ
ン
フ
ラ
を
次
の
時

代

に
ど
う
引
き
継
ぐ
か
。
人
口

増
加
を
前
提

に
昭
和
か
ら
平
成

に
か
け

て
各
地
に
次

々
と

つ
く

ら
れ
た
道
路
や
橋
、
公
共
施
設

な
ど
も
、
水
道
と
同
じ
構
図
に

あ
る
。

指
定
市
な
ど
１
１
１
市
区
町

村
を
対
象

に
し
た
総
務
省

の
調

査
に
よ
る
と
、
道
路
と
橋

、
上

下
水
道
な
ど
の
更
新
費
だ
け

で

や
が

て
、
新
設
と
合
わ
せ
た
年

間
の
投
資
額
を
上
回
る
。

野
村
総
合
研
究
所
の
神
尾
文

彦
主
席
研
究
員
は

「
都
市
や
地

域

の
単
位

で
イ

ン
フ
ラ
の
再
設

計
を
す

べ
き
だ
。
学
校
な
ど
の

ハ
コ
モ
ノ
と
比

べ
て
転
用
し
に

く
い
上
下
水
道
や
道
路
、
橋
な

ど
は
メ
リ

ハ
リ
を

つ
け
、
最
終

的
に
は
仕
様

の
変
更
や
縮
小
も

考
え
な
く

て
は
」
と
指
摘
す
る
Ю

「
身

の
丈
」
に
あ
う
イ

ン
フ

ラ
と
は
ど
ん
な
姿
か
。
地
域

で

考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
。

劃

則

引

一

す
。

ご
意

見

は

、
ド
２

Ｎ
〓

一

◎
”
∽
”
〓

お
ｏ
〓
に
お
寄

せ

一
く
だ
さ
い
。


